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化粧品の機能別市場調査を実施 
－２００５年の機能性化粧品市場は１兆６,０９４億円（化粧品市場の７４％）－ 

 

 総合マーケティングビジネスの(株)富士経済(東京都中央区日本橋小伝馬町 代表取締役 阿部英雄

03-3664-5811)は、このほど化粧品４分野（スキンケア、ベースメイク、ボディケア、ヘアケア）をモイスチャー、

ホワイトニング、アンチエイジングなど機能別に分類し調査を実施した。その結果を「機能性化粧品マーケティン

グ要覧 ２００５」にまとめた。 

 

＜調査結果の概要＞ 

 縮小を続けてきたヘアケア・ヘアメイクが前年を１００億円近く上回ったことから、２００４年の化粧品市場は

僅かながら拡大した。へアケア・ヘアメイクの増加はシャンプー、リンス、ヘアトリートメントで、「アジエンス」

（花王）、「フィーノ」（エフティ資生堂）、「レシェ」（カネボウホームプロダクツ）、「ハーバルエッセンス」（Ｐ＆

Ｇ）などの大型ブランドが投入され、実績を上げたためである。しかし、このヘアケア効果も２００５年には薄れ、

市場全体では微減推移となる見込みである。 

 ２００４年の機能性化粧品市場はベースメイクが縮小傾向にあるが、スキンケア、ヘアケアが拡大し、ボディケ

アが横ばいで、全体では２００１年以降最も高い伸びとなった。スキンケア、ヘアケアの伸びは大手メーカーから

大型新ブランドが投入され上乗せとなったためである。ボディケアは２００４年の猛暑によるサンスクリーンの需

要拡大により横ばいとなった。ベースメイクは主力のファンデーションの需要が２０代を中心に伸び、またシーズ

ン毎の買い替え頻度も低下しており市場は低迷している。 

 

＜機能性化粧品分野別市場動向＞ 

スキンケア市場  ２００４年 ９,４３０億円  ２００５年（見込） ９,４８２億円（前年比１００.６％） 

 ２００４年１０月に健康食品で話題となった抗酸化作用のあるコエンザイムＱ１０の化粧品への配合が認めら

れた。２００４年末以降ディーエイチシーをはじめ同成分配合商品が急速に増え、２００５年は特にアンチエイジ

ング機能が高い伸びを示している。そのため、モイスチャー機能は需要の一部がアンチエイジング機能に流れたこ

とから縮小したが、その他のホワイトニング、敏感肌、アクネ対応機能は消費者に定着し、店頭での定番化が進ん

だことから拡大する見込みである。 

 

ベースメイク市場  ２００４年 ２,８００億円  ２００５年（見込） ２,７９２億円（前年比９９.７％） 
 ２００４年は、敏感肌がアイテムの急増により拡大したが、主力のモイスチャー＆マイルドがベースメイクの買

い替え頻度の低下により、２００３年に引き続き低迷した。テカリ・毛穴は、２００３年については上位メーカー

の機能転換により復調傾向を示したが、２００４年はこうした新製品の動きが殆どなかったことから、再び縮小に

転じた。ＵＶ（ホワイトニング）は、夏季の猛暑によりサンタン・サンスクリーンブランドが軒並み伸びたものの、

その他スキンケアブランドのベースメイク商品が単価低下により縮小傾向を示している。くすみ・小じわは、アン

チエイジング需要が安定している他、若年向けブランドで新商品が投入されたものの、セルフセレクションへの移

行による単価低下により微減となった。 

 

ボディケア市場  ２００４年 １,０６３億円  ２００５年（見込） １,０４９億円（前年比９８.７％） 

 ２００４年は、モイスチャーがボディシャンプーで低迷したが、夏季の猛暑によりサンスクリーン剤が伸びたこ

とからＵＶ（ホワイトニング）が拡大し、市場は回復に転じた。その他では、敏感肌が通販・カウンセリングメー

カーを中心に好調に推移し、ボディケア市場が拡大した。一方、スリミング（マッサージ効果）は、２００２年以

降大型商品の投入がなく、市場は大幅な縮小傾向にある。 

 

ヘアケア市場  ２００４年 ２,７６４億円  ２００５年（見込） ２,７７２億円（前年比１００.３％） 

 ヘアケアは、シャンプー／リンス・コンディショナーが中心で、競合激化／詰め替え用への需要シフト等による

単価低下により、市場は縮小傾向であった。しかし、２００３年の秋季にモイスチャー訴求の「アジエンス」、２

００４年秋季にはフレグランス訴求の「ハーバルエッセンス」が投入され、また、ヘアカラーの定着によるダメー

ジケア意識の向上によりヘアトリートメントの新製品が多く投入されたことから、２００４年は前年を大幅に上回

った。「アジエンス」が投入されたモイスチャー、「レシェ」、「フィーノ」が投入されたダメージケアが伸び、また

「ハーバルエッセンス」が投入されたフレグランスはそれまでの４０億円規模から１００億円超の市場となった。 
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＜今後の注目機能＞ 

敏感肌（ベースメイク）  ２００４年 ６６億円  ２００５年（見込） ７３億円（前年比１１０.６％） 
 敏感肌人口の増加にともない、スキンケア分野で敏感肌訴求商品が増加し、その延長としてベースメイクでも敏

感肌商品がラインアップされるケースが増え、市場は拡大している。２００４年は、春季にファンケルがベースメ

イクのリニューアルにより販売が急増したことから市場も大幅に拡大した。敏感肌ブランドのうちスキンケアのみ

を展開するブランドでは、顧客からベースメイク発売の要望が強く、今後はこれらのブランドからベースメイクの

投入が徐々に増えてくると予測される。製品面では、肌への負担の抑制と仕上がり感のバランスが求められている。

上位メーカーを中心に敏感肌向けベースメイクの開発に注力する方向にある。 

 

フレグランス（ヘアケア）  ２００４年 １０７億円  ２００５年（見込） １１７億円（前年比１０９.３％） 

 フレグランス訴求は、若年層を対象とした流行の香りを訴求した商品と、たばこなどの悪臭の付着防止を訴求し

た商品に大別される。現在も香りに対する潜在的なニーズは若年層を中心に高いものの、モイスチャーやダメージ

ケア機能に比較すると相対的に優先順位が低いことから、市場は縮小傾向にあった。しかし、２００４年にＰ＆Ｇ

がハーブの香りによる「快感シャンプー体験」を訴求した「ハーバルエッセンス」を発売したことから市場は大き

く拡大した。「ハーバルエッセンス」は、ハーブの香りをメイン訴求としつつ、サブ訴求としてスタイリング機能

やダメージケア（カラーケア）機能を付加することで高い実績をあげており、フレグランス＋αの機能の重要性が

伺える。モイスチャー機能やダメージケア機能を付加した新製品の投入が拡大のポイントとなる。 

 

アンチエイジング（スキンケア） 

        ２００４年 ２,２８０億円  ２００５年（見込） ２,４４７億円（前年比１０７.３％） 

 ２００４年後半から健康食品市場でコエンザイムＱ１０がブームとなり化粧品にも添加が認められ、大手ではデ

ィーエイチシーが商品化を行いヒットしたことから、アンチエイジング市場は拡大方向にある。２００５年にかけ

てもカウンセリング、セルフ品でコエンザイムＱ１０配合商品が発売され引き続き拡大が見込まれる。また、資生

堂が「エリクシール」ブランドを２００４年８月からリニューアルし、「リフティング」シリーズとしてモイスチ

ャーからアンチエイジング訴求に移行させており、市場拡大の要因の一つとなっている。コエンザイムＱ１０のブ

ームは２００６年以降落ち着いてくると見られる。アンチエイジング訴求は、資生堂、マックスファクター、カネ

ボウなどが主力ブランドで新製品の投入を継続していることから、今後も市場は拡大していくと見られる。 
 
 
調査方法 
 
 弊社専門調査員による対象企業及び関連企業・団体などへの面接取材を主に、各種統計調査等公表資料で補完 
 
調査期間 
 
 ２００５年６月～８月 
 
調査対象 
 
分野 機能 

スキンケア モイスチャー、ホワイトニング、アンチエイジング、敏感肌、アクネ対応 
ベースメイク モイスチャー&カバー、UV（ホワイトニング）、テカリ・毛穴、くすみ・小じわ、敏感肌 
ボディケア モイスチャー、UV（ホワイトニング）、スリミング／マッサージ効果、フレグランス（ア

ロマ）、敏感肌 
ヘアケア モイスチャー&マイルド、ダメージケア、フケ・カユミ防止、クレンジング、フレグラン

ス、スカルプケア（メンズ含） 
 

以上 
 
 
資料タイトル：「機能性化粧品マーケティング要覧 ２００５」 
体   裁 ：Ａ４判   ２０８頁 
価   格 ：１００,０００円（税込み１０５,０００円） 
       ＣＤ－Ｒセット価格 １１０,０００円（税込み １１５,５００円） 
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